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に決まって、嬉しかったです。

戸恒　ありがとうございます。僕か

らすると、選んだ方がすごいなと思

いました。

仁木　確かに！日本は捨てたもの

じゃない。ビッグプロジェクトの場

合、安全策を取りがちですが、さ

すが平成のシンボルをおつくりにな

る方たちの選択だと感心しました。

戸恒　もし僕が審査員だったら、「こ

いつに頼んでほんとに大丈夫か

な？」と思ったでしょう（笑）。スカ

イツリーのニュースは、テレビの前

で見ていたので、当事者になるなん

て想像していませんでした（笑）。

仁木　当時は30代になったばかり

ですね。

戸恒　はい。本当に責任は大きい

です。クライアントはスカイツリー

社ですが、スカイツリーの後ろにい

若手デザイナーの起用

仁木　（今号が発行の頃は開業して

いますが、）開業を控えた東京スカ

イツリーの照明デザイナー、戸恒さ

んに、現在の心境を伺いましょう。

戸恒　ちょうど昨日、スカイツリー

ライトアップの全点灯を無事終え、

ある意味ひとつの山を越えた瞬間で

ほっとしています。

仁木　 お仕 事 が 決まったのは、

2007年の８月。照明が５年前から、

と一般の方は驚かれるかも。

戸恒　照明の仕事は幅が広く、大

きくは舞台やテレビ、建築、店舗と

あります。建築照明は、一番長い

時間残して常に点灯しなくてはいけ

ないので、建築が終わってからで

は遅いんです。つくりながらどこに

配線するかとか、重い照明器具を

乗せるために架台を置く場所を設

計するなど、後から言っても、その

段階では危険だからだめと言われ

ます。建築と歩調を合わせて進め

ていくのが建築照明の特徴です。

仁木　新しい時代のシンボルです

から、個人的には若いデザイナーに

と望んでいました。世界一のタワー

ライティングをされた後、次の作品

がいくつも楽しめる方に…戸恒さん

る東京都民全員の生活に入り込ん

でしまうのですから。

日本人の心意気、美意識を纏う光
“粋”と“雅”

仁木　戸恒さんの展覧会「東京ス

カイツリー +10」で拝見しましたが、

２つのライティングが、交互に見ら

れるのですね。

戸恒　心意気の“粋”は、隅田川

の水をモチーフとした淡いブルーの

光でタワーを貫く心柱を照らすライ

トアップです。

　美意識の“雅”は、江戸紫をテー

マカラーとし、金箔のようなきらめ

きのある光をバランスよくちりばめ、

細やかな構造体を衣に見立て優雅

で気品あるデザインにしました。

仁木　“粋”と“雅”の２つにされ

たのは、どうしてでしょうか。　

戸恒　デザインして生まれた子ど

たら、東京を訪れた思い出がより印

象深く、みやげ話として、家族や友

人に話すだろうって想像するとワク

ワクしますね。

徹底的にこだわり抜く

仁木　634mの世界一高いタワーで、

ご苦労も多かったことでしょう。

戸恒　とにかく提示したものは必

ず実現するんだと、鬼のように「だ

めだ、こんなんじゃ」と言い続けて

パナソニックさんと進めてきました。

二日徹夜して目の下が隈だらけでも、

もう一晩徹夜して、という繰り返し

でした。

仁木　その頑張りが大事！その手

前で妥協してしまうと、もうちょっ

とやっておけばよかったと、必ず悔

しい結果を招きます。

戸恒　最後の方は、品質管理に注

力しました。現場での折衝は日建

設計さんと一緒にやらせていただ

き、立場としては判断することが仕

事でした。過程では分かれ道があ

るんです。「ここは許せる、許さな

い」といった具合。変な話、僕は段々

と自分がジョッキーになったような

感覚で判断しました。本人が適当

では、頑張ってきた人をがっかりさ

せてしまいます。「辛かったけれど、

頑張ってよかった」と思わせないと

いけないですから。

仁木　一所懸命にやった仕事は、

辛くても心がつながりますね。

戸恒　５年間長かったな、という思

いと同時にこれをつくるにはやっぱ

りエネルギーを費やさなきゃだめな

んだということも感じました。手を

尽くしたものって、一見シンプルで

も格段に美しい。“粋”の回る光一

つでも５回やり直しています。そう

いうことを積み重ねて、本当にいい

なと思えるところまでやりました。

仁木　近隣の方は、何回かテスト

照明をみていらっしゃいますが、昨

夜は大評判で、「想像以上に美し

かった」と、今朝のニュースで流れ

ていました、おめでとうございます。

うんちくの語り手もたくさんですね。

戸恒　試験点灯のときには、イベ

ント仕様の淡いピンクや黄色なども

やっています。実際には数字を入

れて表現しますが、CGでリアルに

作り込んでも、画面上と現場はまっ

たく色が違うんです。

　テストを繰り返し、チェックして

いるときに、あるベストポイントに

行ったら、アマチュアカメラマンの

方でごった返していて、「毎日撮っ

ているんですよ」とスクラップブッ

クを見せてくれ、全部の試験点灯

パターンが並んでいるんです（笑）。

　スカイツリーのライトアップは、

自分のデザインですが、その感覚

は消えて、もう、みんなのものにな

もが双子だったんです。これをどう

やって見せようかなと、時間帯で入

れ替える案も考えたんですが、ス

カイツリーを日没から夜遅くまでず

うっと見ている人もそんなにいない

し、わかりにくいと思ったんです。

　それで、一日一瞬見たときに感想

をもってもらうにはどうすればいい

かと考え、パッと閃いたんです。日

替わり弁当だったら、小さい子から

おじいちゃん、おばあちゃんまでみ

んな馴染んでくれる。「今日は“粋”

だから、明日は“雅”を見られるん

だな」とか、マニアックな人なら、「今

月の偶数日は“粋”だな」と話題に

なる。一泊のところを二泊してみよ

うとか、グッズも必ず２つになる…

など波及効果も望めるでしょう。

仁木　愉快な方ですね。シンボル

的なものって、みんなが楽しめるこ

とがポイントだと思います。

　デザイナーは、とかくプロに評価

されることが価値だという人もいま

すが、多くの人々に支持されること

は大切です。外国人も来日した日と

違うライトアップを次の日に見かけ

過去100年未来100年、みんなの心に届く光のデザイン
平成のシンボル“東京スカイツリー”のライティング
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てくる。たまに山の奥で星を見ると、

たくさんありすぎて気持ち悪くなっ

ちゃう（笑）。東京は、徐々に見え

てくる楽しみがありました。

　小学校５年から、ベルギーに住

みましたが、ヨーロッパの街って光

の扱いがすごく上手なんです。夜

の街が本当に暗くて、時々パシッと

教会がライトアップされていたのを

覚えています。当時は照明デザイ

ナーというマニアックな道に進むと

は思っていませんでしたが、光と影

がつくる素敵さを感じました。そし

て、日本に戻ると、光はただ明るく

て、機能主義で、文化的ギャップ

を感じました。

仁木　蛍光灯で明るいとかね。

戸恒　大学では建築を学びました

が、光に戻り、卒業後は事務所に

入り、その後、自分の会社を起こし

ました。ヨーロッパの光もいいけど、

日本のはっきりさせない曖昧さもい

い、と思いました。

仁木　日本の大切なDNAを生かし

たデザインですね。

地球にやさしく環境時代に
ふさわしい象徴性

戸恒　同時にエコや環境を考える

りました。

仁木　わかります、私も大勢の人

が参加してくれたプロジェクトは、

みんなの空気感を肌で感じます。

戸恒　ええ、そっちのほうが嬉しく

ないですか？

仁木　もちろん！

戸恒　自分だけが満足するより、周

りが何倍も喜んでくれるのが、もの

づくりやデザインの仕事をしていて、

いちばん嬉しい部分です。

星を観るのが好きな少年

仁木　照明との出会いは？

戸恒　僕は星を観るのが好きだっ

たんです。

仁木　東京で星が観えました？

戸恒　東京っていいんですよ。空

が澄んでいるわけではないから、

ずっと目を凝らして星を探すんです

…目が慣れてきて段々と星が見え

時代でエネルギー量をあまり使えな

くなってきたときに、0と100に分配

するのか、40と60に分配してつくる

かは自由だし、もっと淡い霞のよう

な水墨画のような世界に入った気

がします。

　スカイツリーは、最先端の技術を

駆使し、環境時代の21世紀にふさ

わしい省エネルギーと美しさが両立

するシンボルとして、過去と未来を

つないで耀きます。

仁木　なるほど、ぼかしのような日

本人らしい微妙さですね。

　スカイツリーのライティングで影

が多いところも好きです。

　ところで、世界一のお仕事をさ

れて、生活は変わりましたか？

戸恒　まったく変わらないですね。

仁木　そこが戸恒さんのお人柄が

良いところだと思います（笑）。

戸恒　人柄とデザインって関係あ

ると思います。僕がもし変わってし

まったら、次にスカイツリーのよう

な質のものはできないです。

仁木　デザインは結果ですが、人

の心や気持ちや健康状態が、健全

でないと、人を感動させるものはで

きないですね。

ちょっと見ただけでは気づかないけ

れど、30分見ていると１回は出会え

る何かがあります。

仁木　まぁ、それは楽しみ！

　商業施設も多く手がけていらっ

しゃいますね。

戸恒　ホテル日航東京のルーチェ・

マーレが、独立して最初の代表作

で、レインボーブリッジと東京タ

ワーを望むガラス張りのチャペルで

す。完全に借景で、“青”を使って、

景色を丸ごと全部コンセプトにした

欲張りな提案です。

　浜離宮の照明は、照明設備がな

い庭園で、自分たちで発電機を持

ち込んで、イベント中は10日間毎

日灯油を入れてライティングしまし

た。ただ明るいだけではつまらな

いので、５分置きに色を変え、歩

いている人は、「さっき青かったと

ころが緑になっている！」と、景色

の変化に気づくんです。空間の意

図を感じてくれることを初めて実

感した仕事でした。

　また、住宅の仕事は独立して以

来コツコツと続けています。住宅の

光って、距離が近いし、住まい手

がずっと時間を過ごすので、光の

位置が重要です。光が全体の雰囲

気をつくり、それが暮らしの明かり

になる…物語があるんです。

　ユニクロの案件は、初めての都

市スケールの仕事です。心斎橋と

いう、派手な場所で「シンボルに

なる光にしたい」と言われましたが、

周りのネオンの過激さにどうしよう

と思いました。

仁木　周りが派手だと、埋もれて

しまいますよね。ちょっと地味にし

東京スカイツリーの秘密

戸恒　江戸の文献をたくさん読み

ましたが、江戸ってかっこいいんで

すよ。タイムマシンがあったら、江

戸に旅行に行きたいと思います。

仁木　ある意味アバンギャルドね。

　私のデザインは、凛としたところ

が美しいといわれますが、スカイツ

リーのデザインを見たときも、そん

な印象を受けました。

戸恒　嬉しいです（笑）。昨日も街

にすっと素直にはまっていたので、

うまくいったと思いました。

仁木　スカイツリーについて、これ

までお話されていない秘密があっ

たら教えてください（笑）。

戸恒　秘密？ありますよ！ 30分見

ていると、出会う光があるんです。

た方が、存在感が生まれる（笑）。

戸恒　結果、正方形に光るだけで

はなく滲むような光を出し、きれい

な質に目が向くようにしました。

　派手すぎるものって、ノイズにな

りますよね。

仁木　ノイズにしないのは、日本人

の得意とするところですね。

戸恒　街にいい影響を与えたとい

う声をいただきました。

仁木　今後は何をなさりたい？

戸恒　次は宇宙ステーションかなぁ

（笑）。

　日本では街の明かり、光の文化

など、パブリックに影響がある仕事

を続けていきたいですね。

　同時に海外、アジアのなかの日

本というテーマもあります。

仁木　たくさん引き出しがおありな

ので、世界のあちこちで戸恒さんの

照明デザイン作品を拝見できるのを

楽しみにしています。ありがとうご

ざいました。

戸恒 浩人 Hirohito Totsune

照明デザイナー

1975年生まれ、東京都出身。小学校5年生から、父親
の仕事でベルギーに3年間在住。ヨーロッパで見た照明
に強く心惹かれる。97年東京大学工学部建築学科卒業。
照明デザイン事務所ＬＰＡを経て、05年シリウスライ
ティングオフィスを設立し、住宅・商業施設・病院な
ど幅広い照明デザインを手がける。
07年に粋と雅をコンセプトとしたデザイン提案が評価
され、東京スカイツリーのライティングデザイナーに
選ばれる。陰翳礼讃を体現する作品世界で、今最も注
目される照明デザイナー。

仁木 洋子 Yoko Luna Niki

空間演出プロデューサー
熊本市生まれ。多摩美術大学立体デザイン卒業。展
示会や施設などさまざまな環境演出デザインやプロ
デュースを行なう。地球環境・資源保護に配慮した
その仕事は、欧州でも評価され国内外で積極的に活
躍。02年よりトヨタ自動車やレクサスの世界のモーター
ショーブースデザインを担当し、数々のデザイン賞を
受賞。06年から東京・丸の内・有楽町周辺で12月の「ラ
イティング・オブジェ」アート・チャリティ展を主催。（社）
日本空間デザイン協会副会長。
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ユニクロ心斎橋
ホテル日航東京　LUCE MARE
写真：金子俊男

浜離宮恩賜庭園　中秋の名月と灯り遊び
写真：金子俊男
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